
平成２３年度 第１回 大学運営連絡会議事要旨 
 
日 時  平成２３年４月１２日（火） １０時３０分～１１時５０分 
 
場 所  学長室 
 
出席者  学長，瀨口理事，中島理事，米倉理事，宮﨑理事，川上監事，上野 

文化教育学部長，富田経済学部長，濱﨑医学部長，林田工学系研究 
科長，藤田農学部長，稲岡附属図書館長，遠藤教養教育運営機構長， 
只木総合情報基盤センター長，事務局長， 

 
陪席者  大島教授（学長補佐室） 
 
オブザーバー  各部長 
 
◎ 学長から，前回大学運営連絡会議事要旨の確認依頼があった。 
◎ 学長から，構成員の異動に伴う藤田新農学部長の紹介があった。 

 
 
【検討事項】 
 
（１）佐賀大学病原体等安全管理規則（案）について 
   学術研究協力部長から，本件については，平成１８年１２月８日付けで

「感染症法」が一部改正され，平成１９年６月１日付けで施行されたこと

に伴い，同法で，「病原体等」を感染症の病原体及び毒素とし，一種病原体

から四種病原体等までに分類したうえで，一種及び二種病原体等を所持す

るときは，『感染症発生予防規程』の作成と『病原体等取扱主任者』の選任

を厚生労働大臣へ届け出ることが義務づけられた旨の説明があった。 
また，本学においても本規則を制定する必要から，平成２２年７月以降，

総合研究戦略会議で検討を開始し，先行している他大学の規則を参考に原案

を作成し，関連する「動物実験委員会」及び「安全衛生管理委員会」におい

て審議している旨及び今後，委員会を開催し，専門家の委員によって，具体

的に検討していく旨並びに本規則案の目的等，概要について説明があった。 
 
（２）その他 
   特になし。 
 
 



 
【報告・連絡事項】 
 
（１）国立大学法人と文部科学省との意見交換（３月１７日予定）の中止に 

ついて 
   総務部長から，本件の内容については，２月８日開催の本連絡会におい

て検討された旨及び予定されていた意見交換が震災の影響で中止となり，

今後の予定として，詳細は不明だが，５月から６月にかけて実施される方

向である旨の報告があった。 
 
（２）全学教育機構運営委員会について 

瀨口理事から，本件について，４月１日に全学教育機構が発足した旨及び 
同機構規則に基づき，同日付けで立ち上げた全学教育機構運営委員会委員 
と同機構の看板制作者等について報告があった。 

   その後，学長から，看板制作者に対し，感謝状の贈呈を予定している旨 
  の報告があった。 
   また，監事から，教育関係の外部向け広報を判り易くして欲しい旨の要 

望があった。 
 
（３）平成２３年度入学者数について 
   瀨口理事から，平成２３年度入試結果概要として，学部においては，充

足率１０５％と過去５年間の都道府県別入学者の推移と要因についての報

告，編入学においては，過去３年間の定員未充足における要因についての

報告と充足の対応を各学部で検討願いたい旨の要望があった。 
また，工学系研究科長から，大学院の充足率で最低目標値の９０％を割っ

ている博士後期課程についての原因及び今後の予定等について説明があっ

た。 
 
（４）平成２３年度新任教員研修会について 
   瀨口理事から，４月４日に高等教育開発センター支援の下，新任教員に 

本学の新たな教育システムや取組等についての理解をしていただくために 
本研修会を実施した旨及び受講対象者は授業を担当しない医学部の臨床系 
等の教員以外は，ほぼ全員出席し，都合により出席できなかった教員に対 
しては，研修会のＣＤ視聴をお願いすることにしている旨の報告があった。 

また，研修後の聞き取り調査により，１）説明時間が少ない，２）内容 
  の精査，３）参加者の討論の必要性，４）学生からの質問に対する教員の 

対処等々の意見があったため，次回以降，参考とする旨の報告が併せてあ 
った。 
 その後，委員から，ＦＤの在り方の見直しを含め，教員一人ひとりのニ 



ーズの相違もあることなどから，色々なテーマで，授業改善につながって 
いく取組を検討していきたい旨の意見と研修の年間予定がわかるようにし 
て欲しい旨の要望があった。 

 
（５）佐賀大学研究戦略アドバイザリー・ボードの外部アドバイザー候補者 
   への委嘱について 
   中島理事から，本件は，平成２２年１１月２４日開催の総合戦略会議に

おいて制定した本学研究戦略アドバイザリー・ボード要項に基づく，外部

アドバイザーを委嘱するもので，委嘱予定者には了承を得ている旨の報告

があった。 
 
（６）さが機能性・健康食品開発拠点（徐福フロンティアラボ）の開所に 

ついて 
   中島理事から，本件は，独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）と佐

賀県と本学との地域産学官の共同によるコーディネート活動及び研究開発

の拠点とし，機能性・健康食品を創出することを目的とするもので，本学

産学官連携推進機構の２階に関連機器等を設置し，開所した旨の報告があ

った。 
 
（７）平成２３年度科学研究費補助金の交付内定について 
   学術研究協力部長から，本件については，４月１日付け内定通知を採択

者にはお知らせしている旨と「基盤研究（Ｃ）」，「挑戦的萌芽研究」及び「若

手研究（Ｂ）」の新規採択分については，基金化の制度改正を行うための法

律案が国会審議中であり，改めて通知がある旨の報告があった。 
 
（８）会議の効率的な運営方法等について 
   学長から，本件については，学長室会議において検討しているところで，

１）教員の教育研究時間の確保，負担の軽減を図ること，２）会議の進め

方についてルール化し，標準化を図ることを目的とするもので，具体的な

方策，現状分析及び会議の準備等，会議の効率的な運営の考え方（たたき

台）について説明があり，主な点として，会議及び委員会等の開催回数を

今までの２／３以内，会議時間を原則６０分以内（長くても９０分以内）

及び説明資料をＡ４版１枚にすることなどの改革案が示され，今後も引き

続き検討することとなった。 
   その後，委員から，会議の日程の固定化，会議等の委員の人数の制限等

の意見があった。 
 
 
 



（９）その他 
 

○ 平成２２年度就職内定状況について（４月１日現在） 
     学務部長から，本件について，昨年度と同時期での比較説明があり，学 

部で１．７％減，大学院で０．１％減，合計で１．３％減の概ね昨年度並 
みである旨及び内定者数では前年度より上回っている旨，また，５月１日 
現在で最終報告を行う旨の説明があった。 

 
○ 東日本震災に伴う被災地への支援の件について 

文化教育学部長から，本件について，人員派遣及び佐賀県への受入に伴 
う教育ボランティア，公開講座等の取り纏め等についての要望があったた 
め，総務課又は学務部に相談するようにとの指示があった。 
 また，事務局長から，本件については，次回の大学運営連絡会において 
改めて報告したい旨の報告があった。 


